
【外来】 

１．梅毒血清反応（STS）定性、梅毒トレポネ

ーマ抗体定性について（泌尿器科） 
＜診療内容等＞ 

泌尿器科 検査 梅毒血清反応（STS）定性 

梅毒トレポネーマ抗体定性 

 

 

＜査定に対する見解＞ 

術前検査として感染症検査を行ったところ、本検査が査定され

た。理由をご教授願いたい。 

 

 

＜メモ＞ 
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【外来】 

２．超音波検査（パルスドプラ法）について 

（脳神経外科） 
＜診療内容等＞ 

 脳神経外科  検査  D215.注 2 

 超音波検査（パルスドプラ法加算） 

    内頚動脈狭窄症の疑い  令和 2年 5月 15 日 

    超音波検査（断層（心臓超音波検査を除く）（その他）） 

    （パルスドプラ法加算）（頚動脈）500×1 → 350×１ 

 

＜査定に対する見解＞ 

内頚動脈狭窄症の疑いのためパルスドプラ法を行っているが査

定となった。理由をご教授願いたい。頚動脈以外にも下肢血管の超

音波施行時においても、パルスドプラ法加算を疑いで実施すると査

定される傾向が強い。 

 

＜メモ＞ 
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【外来】 

３．ゾーミッグ RM2.5 ㎎の処方について 

（脳神経外科） 
＜診療内容等＞ 

 投薬    

    片頭痛  平成 25 年 8 月 2日診療開始 

    ゾーミッグ RM2.5 ㎎ １錠 10 回分 → 0 

 

＜査定に対する見解＞ 

２か月に１回定期受診しており、定期的に処方している薬剤であ

るが、減量査定ではなく 10 回分全て査定となった。適応病名もあ

り屯服処方の上限とされている 14 回以下の処方のため査定理由を

ご教授願いたい。 

 

＜メモ＞ 
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【外来】 

４．認知機能が低下している患者に対する頭部

ＣＴ検査について（精神科） 
＜診療内容等＞ 

   E200 CT 撮影（頭部） 

 

   令和 2年 9月 8日 認知機能低下のため初診 

   同日精査目的に頭部ＣＴ検査施行 → 頭部ＣＴがＢ査定 

 

＜査定に対する見解＞ 

認知機能低下のため当院初診、同日精査目的に頭部ＣＴ検査を施

行。頭部ＣＴがＢ査定となった。認知機能が低下している患者に対

し頭部ＣＴ検査を行うことは特別珍しいことではありません。 

長谷川式等の検査がないため査定となったのではないかとも考

えています。査定理由をご教授願いたい。 

 

＜メモ＞ 
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【外来】 

５．妊婦への耐糖能精密検査について 

（産婦人科） 
＜診療内容等＞ 

検査 耐糖能精密検査 

 

 

＜査定に対する見解＞ 

妊娠糖尿病は対象疾患とならないのかご教授願いたい。 

 

 

＜メモ＞ 
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【外来】 

６．子宮体癌の疑いでの超音波検査（断層撮影

法）について（産婦人科） 
＜診療内容等＞ 

  検査   超音波検査（断層撮影法）胸腹部 

  

 

＜査定に対する見解＞ 

子宮体癌の疑いに対して施行したが査定されました。理由をご教

授願いたい。 

 

＜メモ＞ 
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【外来】 

７．遠隔画像診断管理加算２について 

（内科） 
＜診療内容等＞ 

  E203  遠隔画像診断管理加算２ 

     コンピュータ断層診断 

     回復期リハ病棟退院後同月外来受診 

 

＜査定に対する見解＞ 

回復期リハビリテーション病棟退院後同月外来受診、内科腹部 

ＣＴで査定。他患者では検査判断料の査定もされております。地域

包括ケア病棟のように同様の包括病棟では、同月退院後外来受診時

の判断料診断料等は請求できないのでしょうか、ご教授願いたい。 

 

＜メモ＞ 
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【外来】 

８．腫瘍マーカー（CEA、CA19-9 等）について 

（内科） 
＜診療内容等＞ 

  検査   CEA、CA19-9、SCC 抗原 

 

＜査定に対する見解＞ 

腫瘍マーカーは悪性腫瘍が強く疑われる場合に算定できるとあ

りますが、画像診断と腫瘍マーカーの実施月は同月内でないと査定

対象となるのか、ご教授願いたい。 

 

＜メモ＞ 
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【外来】 

９．腫瘍マーカー（CEA、CA19-9 等）について 

（外科） 
＜診療内容等＞ 

  検査    D009.2 

          D009.8    CEA、CA19-9、エラスターゼ 

 

     慢性膵炎   平成 30 年 10 月 30 日 

     膵癌疑い   令和 2 年 12 月 17 日 

     肝癌疑い   令和 2 年 12 月 17 日 

      CEA → 0   、    CA19-9 → 0 

エラスターゼ → 126 

 

＜査定に対する見解＞ 

膵癌の発症リスクが高いため頻回に腫瘍マーカーを測定する必

要があると思います。査定理由をご教授願いたい。 

 

＜メモ＞ 
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【外来】 

10．全身麻酔手術予定の患者への超音波検査に

ついて（外科、整形外科） 
＜診療内容等＞ 

  検査  D215.3    超音波検査（心臓） 

 

       超音波検査（心臓） 880 点 

 

＜査定に対する見解＞ 

全身麻酔にて手術予定の患者で高血圧あるいは糖尿病等が疑わ

れる場合、入院前に検査を行っている。麻酔部の医師からは、術中

のリスクを考慮し必要な検査だと言われているが、請求は認められ

ないのでしょうか、ご教授願いたい。 

 

＜メモ＞ 
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【外来】 

11．リバスチグミンテープ 4.5 ㎎「アメル」の

処方について（神経内科） 
＜診療内容等＞ 

リバスチグミンテープ 4.5 ㎎「アメル」（添付文書） 

通常、成人は 1日 1回 4.5 ㎎パッチから開始し、原則として 4週

毎に 4.5 ㎎ずつ増量し、維持量として 1日 1回 18 ㎎パッチを使用

します。 

 

令和 3年 3月分処方（査定） 

リバスチグミンテープ 4.5 ㎎「アメル」49 枚 672×1 → 0 

               調剤料    10×1 → 0 

 

＜査定に対する見解＞ 

令和３年１月に初めてリバスチグミンテープ 4.5 ㎎「アメル」18

枚を処方している。２回目が今回査定された同年３月分である。   

この３月処方分は、医師が 9㎎に増量しない選択をしたため、同

年１月と同じ 4.5 ㎎の処方となっている。 

３月分の処方を 9㎎にしなかったから査定されたのでしょうか。

それとも別の理由があればご教授願いたい。 

 

＜メモ＞ 
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【外来】 

12．新型コロナウイルス感染確認のための手術

前の単純撮影について（移植外科） 
＜診療内容等＞ 

 E001 単純撮影 

 

   単純撮影（イ）の写真診断１枚 

   単純撮影（デジタル撮影）１枚 

   電子画像管理加算（単純撮影）×２回 → １回 

   

＜査定に対する見解＞ 

新型コロナ感染確認のため手術を要する患者については、手術の

１週間前と手術当日の２回、胸部レントゲン撮影を実施している

が、全て１回へ査定となっています。保健医療機関はどのように感

染予防に努め、それを保険請求へ繋げていくべきか、ご教授願いた

い。 

 

＜メモ＞ 
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【外来】 

13．腫瘍マーカー（AFP、PIVK－２定量）につ

いて（消化器外科） 
＜診療内容等＞ 

  D009 腫瘍マーカー（AFP、PIVK－２定量） 

 

   肝癌の疑い 

   AFP、PIVK－２定量    230×１ → 0 

   生化学的検査（２）判断料 144×１ → 0 

 

＜査定に対する見解＞ 

前月アルコール性肝障害あり。肝癌の疑いで初回の腫瘍マーカー

（AFP、PIVK－２定量）を行いました。査定事由をご教授願いたい。 

 

 

＜メモ＞ 
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【外来】 

14．手術創の確認のため直腸鏡検査について 

（消化器外科） 
＜診療内容等＞ 

  D311 直腸鏡検査 

 

   坐骨直腸窩膿瘍 直腸周囲膿瘍 

   高位筋間痔瘻 痔核 

   直腸鏡検査（減） 270×1 → 0 

 

＜査定に対する見解＞ 

令和２年８月に入院・手術をされた患者。９月外来において 

10 日と 24 日に直腸鏡施行。２回目が査定となっています。この方

は、術後の発熱が続き、手術創の確認をするために２回の直腸鏡検

査を行いました。査定事由をご教授願いたい。 

 

＜メモ＞ 
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